
河川昆虫の流下とその自周変化

一一円山 JII 夏季の例一一

著者はまえに“出水と河川l昆虫の流下" について、円
山川の調査例を報告した( 西村、 1961 ) 。今回平常時の
流下、とくにその日照変化について、円山川夏季の例を
報告したい。河川i昆虫の流下、とくにその白馬変化を扱
ったものは、水野ほか( 1958)、大串( 1959)、問中( 19
60)、Waters (1962)、大串・斉藤 (1963)、土屋ほか
(1963) などがある。
ドリフトネットのっくり方について、ご指導ご援助下

さこた上本願ー・折井健両氏ならびに野外採集に協力頂
いた関宮中学校生徒諸君に、心からお礼申し上げたし、。

調査場所と方法

調査は兵庫県養父郡関宮町吉井( 円山JII水系八木川の
渓流域一一“関宮" の約 1lan上流) の瀬の流心部におい
て行なった。流下昆虫の調査は1963年以来実施してきた
が、細かい網目のプラ γクトンネットを用いたため、好
成績が得られなかった( 方法については、大串・斉藤
(1963) により考察がなされている) 。今回報告する資
料は、上本・折井両氏にご教示頂いたドリフトネットに

第 1表時刻別流下個体数包 )

西 村 登

よるもので、流下昆虫調査用としては好成績を得た。ネ
ットは大きい網目( 10棚に14目) のテトロンスクリーン
を用い、口径45c寓 x60崎、角錐状で深さ 2∞c11! のものを
自作して用いた。

謂査結果

5 日
に、上記ネットにより、 2時間おきに 5分間ずつ採集し
た結果について述べる。
1. 流下物の組成
紹かし、網目 ( G G 7 2ほか) のプランクトンネットを用
いた場合、砂泥・ detritus ・植物体片・動物体片・藻類
. 水生昆虫・水生昆虫の脱皮殻・陸上昆虫・魚などが採
集できる。
網目の大きい今回使用したネットでは、泥や detritus
など績を通過してしまうが、水生昆虫や脱皮殻が多く得
られるのが特色である( このことは既に大串・斉藤( 19
63) が示しているが、著者の調査でも一致した) 。
上記のネットで得られた流下物とその日周変化は第1

時 112-1. 14 I  16Tl8-1 20 I  22 1  0  2  1  4  I  6  I  8  I  10 
脱皮殻

カゲロウ目 92 125 187 112 78 52 19 10 3  7  25 751 
トビケラ目 6  12 4  2  3  1  28 
カワゲFラ百 1  I  1  3  3  1  7  3  4  24 
双麹目 3  2  2  4  4  3  18 
トンボ目 1  1  
(計) (96) (128) (190) (113) (88) (71) (26) (13) (10) (13) (25) (49) (822) 

水生昆虫
カゲロウ目 1  l  1  25 41 29 40 4  2  2  1  147 
トピケラ目 1  1  1  3  7  1  1  15 
カワゲラ目 2  1  3  
双麹目 1  1  
(計) (1) (2) (1) (1) (25) (45) (33) (47) (5 )  (3) (2 )  (1) (166) 

陸上昆虫 l  双麹目 4  9  7  2  3  25 

1) 流速 1.4m/sec. 調査中は流速の変化は認められなかった。
気象観測も行なったが本報では省略する。
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第 2表時刻別流下個体数 ( 鉛
(4 5  .  IX • 1965，吉井 5分間)

一一一一一旦一一1 13 い5 い7 1  19 1  21 1  23 1  1  1  4  1  6  1  8  11 計
脱皮殻

カゲロ ウ 自 61 216 138 346 42 14 5  3  830 
ト ピケラ 目 1  2  3  87 24 37 5  2  2  163 
カ ワウゴラ 呂 3  2  1  4  1  2  1  2  1  17 
双 題 目 41 22 13 14 39 19 14 41 21 224 
ト ン ボ 目 2  1  3  

(計) (106) (242) (157) (451) (107) (72) (5) (24) (46) (27) (1237) 
水生昆虫

カゲロ ウ 自 4  3  3  24 30 21 17 3  1  106 
ト ピケ フ 日 3  1  7  1  4  7  6  2  31 
双 麹 百 2  1  1  1  4  1  1  1  12 

(計) (7) (5) (2) (11) (26) (38) (22) (25) (9) (4) (149) 
陸上昆虫

双 麹 自 1  1  1  7  4  13 1  1  29 

}) 流速…"1.3mjsec.

第 3表流下昆虫の時刻別個体数
(5 6  .  VlI .  1965，吉井 5分間)

¥ ¥ ¥ 竺-...1 12 1  14 1  16 1  18 1  20 1  22 1  0  1  2  I  4  1  6  1  8  1 川| 計
Baetiella sp. 1  1  I  19 34 19 20 2  1  2  1  101 
Baetis spp. 3  6  6  11 2  1  29 
Epeorus sp. 3  1  3  5  12 
Ephemerella sp. 4  
Choroteγtes 1  1  trifurcata 
Hydropsyche sp. 1  1  3  3  1  10 
H〉pdmbpfseyucih12o7des neata 4  1  5  
Neoterla sp. 1  3  
(Chironomidae) 1  

一一一

計 I1  1  2  -1 1  1  33 1  47 2  I  1  11 166 
1) 1965年 9月の調査ではカゲロウ目で Ecdyo仰叩s yoshidae と Eteorus latifolium の流下を確認した。

表と第 2表に示した。
流下物の組成をみると、 (1)水生昆虫の脱皮殻の流下が

最も多いが、中でもカゲロウ目が最大であること、 (2)次
いで水生昆虫が多く流下しており、カゲロウ目が最大

がら陵上昆虫が流下していることなどがわかる。

2. 河川昆虫の流下とその日周変化
第 1表と第 2表から河JII昆虫やその脱皮殻の流下の日
周変化をみると、 (1)脱皮殻の流下は昼間と夕方に多く、
夜間とくに真夜中は少ないこと、 (2)水生昆虫の流下は夜
間さかんであることなどがわかる。
さらに流下昆虫の種類構成と、その日周変化をみると

(第 3表)、 (1)流下昆虫 9種中、 カゲロウ目 5種、 トピ
ケラ目 2種、カワゲラ目 1種、双麹目 1種であること、
(2)カゲロウ目中自由遊泳型の Baetiella sp.は最も多く、
流下昆虫全体の約6 0 %を占めること、( 紛ついで同じくカ
ゲロウ自の Baetis spp. が多いことなどがわかる。

要 約
円山川渓流域において、 1965年 8 月上旬と 9 月上旬

に、河川昆虫の流下とその日周変化を調査した結果、次
のことが明らかになった。
(1) 最も多く流下しているのは、カゲロウ自である。
( 鉛水生昆虫の流下は、夜間さかんである。

(以下， p. 141へ)
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G 2  (4個) は次中部に着糸点をもっている。最後のH
グループ (6個) は小型で着糸点は次端部じあり、いわ
ゆる i形染色体である。以上のことがらをまとめると、
次の核型式で表わすことができる。

m  s m  s m  cs st s m  
K  (2 n) = 5 4 = 6 A  + 6 B  + 6 C  + 2 D  + 4 E  1  + 6 E 2  

m  s m s t  s m s t  
十8 E 3 + 2 F 十4 G l + 4 G 2十6 H

リュウノウギクの体細胞染色体は第 2 図 4 に示すよう
にA ，B l， B2. C. D. E の六つのグノレープに区別で
きる。 A のグループ (6個) は中部に着糸点をもち、 B l
(2偲)、 B2(4伺) のグループはともに次中部に着糸点
をもっているが、 B lよりも B 2の方が少し中部寄りに着
糸点がある o C. D. E はそれぞれ次端部に着糸点をも
っているが、 D の染色体には短腕の先端に付随休が見ら
れる。その核型は次の式で表わすことができる。

m  s m  s m  st cs st st 
K  (2 n) = 1 8 = 6 A  + 2 B  1  + 4 B 2十2 C + 2 D  + 2 E  
解説

生物の倍数体について簡単に解説を付記する。その生
物が生きていくために必要な最少限の染色体数を基本数
と言い、これを通常 x で表わす。普通の生物は 1債の体
細胞の中に基本数の 2倍の染色体数をもっているので、
二倍休と呼び 2 x で表わす。普通個体( 二倍体) の 2倍
の染色体数をもっている個体を四倍体 (4 x )、二倍体
の 3倍の染色体数をもっ個体を六倍体 (6 x ) と呼ぶ。
したがって十倍休というのは基本数の10倍、すなわち一二
倍体の 5倍の染色体数をもっているわけである。また、
一般に体細胞に含まれている染色体数を 2 n で表わし、
その半数( 普通は生殖細胞に含まれている) の染色体数
をn で表わすことになっているが、 2 n は必ずしも 2 x  
であるとは限っていない。キク属の基本数は 9 であるこ

(以下， p. 143より)

文 献

1. 水野信彦ほか: 京大生理と主態業績. 81. 
(1958) 

2. 丙村を: 兵庫生物， 1， (1961) 
3. 1  (1959) 
4. 大串建一斉藤洋子: 日生態会誌， 13， 
(}963) 

5. 問中光: 淡水研報告，札 13-24 (1960) 

とから、リュウノウギクは 2 n が18で二倍体 (2 x )であ
り、ノゾギクは 2 nが54で、基本数 9 の 6倍の染色体数
をもっていることから六倍体 (6 x )であると言える。

まとめ
リュウノウギクの体細胞染色体数は18で、核型の上か

ら、基本数 (x ) は 9 で、二倍体であることがわかる。
それらの染色体のうち、小形の 3対は次端部に着糸点、を
|  もち対称性が低いが、その他の 6対は中部または次中部
に着糸点をもち、対称性が高L、。ノジギクの体細胞染色
体数は54で核型はリュウノウギクのそれに非常によく似
ているが、 1個の核板の中に悶形・同大の相同染色体が
必ずしも 6個ず、つ含まれているとは言えないので、少な
くとも 2種類の種の交雑に由来する同質に近い異質の六
倍体であると考えられるつ
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Chrysanthemum oronatum var. stontaneum has 
54.and Chγysanthemum Makinoi has 18 chromoso-
m e s  in each somatic cell. the basic number of 
their chromosomes is 9  in both species， and their 
karyotypes are very similar， but the former 
seems al1opolyploid by hybrid with two species 
include the latter on the karyotypes. 
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付 記

1 : : の結果は他の研究者の結呆と、大要は一致してい
る。河JII昆虫の流下についての考察は、大串・斉藤( 19
63) その他があるので、現在段階では論議は行なわず、
資料報告にとと、めるじ
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